
２０１１年度講義要項 早稲田大学大学院公共経営研究科

科目名 人事と組織の経済学

担当者 福島淑彦

配当学期 秋学期

単位 2 単位

授業概要 人間にとって｢働くこと｣(労働)の最大の目的は「生計の維持」である。しかしそれだ

けではないであろう。「生きていくため」以外にも、働くことに意味を見出すことができ

る。例えば、①余暇の充実、②働くこと自体がもたらす満足、③社会への参加、などで

ある。しかし、同じように「働く」といっても、年齢・性別によって賃金・給料は異なる。さら

に、似たようなバックグラウンドを持っていても、仕事に就けている人とそうでない人(失

業者）が存在する。本講義では, 「働く人（労働者）」を取り囲む環境を経済学的な視点

から理解・分析することを講義の目的とする。特に、労働者が置かれている環境（労働

市場）をミクロ的視点から分析することに主眼を置く。

授業の

到達目標

本講義では、個々の労働者間でどうして雇用環境や労働条件が異なるのか、労働

者を雇う組織によって労働者の採用条件や採用基準がどうして異なるのか等につ

いて考察を加えていく。特に、｢労働｣を雇う組織の立場に重点を置き、主に組織内

の人事・労務管理に関して学んでいく。具体的に、教育・訓練、昇進、査定のシス

テム、報酬体系などといった組織が行う雇用政策、人的資源のマネージメントなど

を中心に考察を加えてく。本講義の目標・目的は、組織が行う様々な人事・労務管

理のシステムやルールを理論的に分析、検証できる力を習得することである。

授業計画 (I) イントロダクション 概論 (第 1 回講義)

(II) データで見る労働市場 （第 2 回講義～第 3 回講義）

(III) 賃金、労働時間、雇用量の決定のメカニズム （第 4 回講義～第 5 回講義）

(IV) 採用と求人 （第 6 回講義～第 7 回講義）

(V) 査定、昇進、定年 （第 8 回講義～第 9 回講義）

(VI) 転職と離職 （失業） （第 10 回講義～第 11 回講義）

(VII) 教育・訓練と賃金・雇用条件 （人的資本論） （第 12 回講義～第 14 回講義)

(VIII)まとめ （第 15 回講義）

教科書

（予定）

江 口 匡 太 著 「 キ ャ リ ア ・ リ ス ク の 経 済 学 」 生 産 性 本 部 2010 年

ISBN978-4-8201-1931-9

Milgrom, P. & J. Roberts 著（奥野正寛他訳） 「組織の経済学」 NTT出版 1997年

ISBN 4-87188-536-4
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成績評価方法 割合 評価基準

試験

0 ％

レポート

0 ％

平常点評価

70 ％

Assignment

毎回課題(Assignment)を課し、それを提出して頂きま

す。提出された課題に対する解答が提出されたことを前提

に講義を進めていく。

その他

30 ％

プレゼンテーション

講義の最後に受講生一人一人にプレゼンテーションが

行う。テーマは講義と関連のあるトピックを一つ取り

上げ、その経済問題に関する分析をプレゼンテーショ

ンという形で報告していただく。

関連 URL

備考 「基礎経済学」「経済政策」「公共経済学」等の経済学関連の科目を履修しているこ

とが望ましいですが、これらの科目を履修していない学生でも履修可能であるよう

に講義は組み立てます。但し、受講生は課されたアサイメント(課題や論文通読等)

を行うのはもちろんですが、積極的に準備を行って授業に望んで下さい。また、授

業中に疑問に思ったことについても積極的に発言する受講生の履修を希望しま

す。


